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1.研究背景・目的 

現代、住民同士のつながりが希薄化していることが問題視されている。つながりの希薄化は、近隣の助け

合いの輪から逸脱する恐れがあり、孤独死や生活困窮、虐待の監視の目の損失などと結びつき社会的孤立を

招く一因になる。さらに、昨今流行した新型コロナウイルス感染症対策として、対面で交流が規制された。

このような人々のつながりの規制や損失は、人間に対する対人関係の変化や心理的な不安を助長したと明ら

かになっている。一見、地域のつながりの衰退は時代と共に起こる必然的な現象のため仕方ないことであり、

問題ではないとも捉えられる。しかし、つながり形成の意義には地域の誇りと愛着の醸成、災害対応力の向

上・地域経済の活性化・環境問題への対応・参加者の自己実現・新たな雇用の創出など、幾つもの効果があ

ること示されている。地域や人々へ良い影響を多く含有することから希薄化は防ぐべき問題であるといえる。

そのような諸問題に対応し、新たなつながりを作る居場所として「サードプレイス」が注目されている。 

2.サードプレイスの定義 

サードプレイスの概念を提唱したのはアメリカの社会学者である Ray Oldenburg(1989：レイオルデンバーグ)

である。 

当時、第二次対戦世界大戦後のアメ

リカで、孤独や孤立感による幸福感

の低下やコミュニティの欠如が問題

視されており、公共の場で人が集ま

り会話が発生することでサードプレ

イスのもつ孤立感の低減や幸福感の

向上が図れる機能の必要性を提示し

た。代表的なサードプレイスとし

て、イギリスのパブやドイツのビア

ガーデン、イタリアのカフェをあげ

ている。オルデンバーグによって定義されたサードプレイスは「第一の場所である家」「第二の場所である

職場」以外のどちらでもない場所を指す。また、人と人とのつながりを作る居場所/いかなる人にも開かれ

た場所、として都市に暮らす人々が心の拠り所として集う場所を「第三の場所」として位置付けている。言

い換えると「インフォーマルな公共生活の中核的環境」＝とびきり居心地良い集いの場ともいえる。オルデ

ンバーグの提唱したサードプレイスは８つの特徴を持つとされている。それらを表に示す。 

3.研究目的 

本研究では最終的に①至る所に散らばるサードプレイスの整理を行い、新たな居場所に現代人がどのよう

な価値を見いだしているか再発見すること。②なぜサードプレイスは人々の幸福感やつながりの創出に効果

があるのか明らかにすること。以上２点を目的として掲げ、地域コミュニティ形成の一助となる資料になる

ことを目指す。 

4.調査概要 

調査（１）文献によるサードプレイスの収集と分類 

【表１】サードプレイスの８つの特徴 
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 オルデンバーグが一連の研究で当初提唱したサードプレイスは、あくまで地域密着の小規模な自営業が中

心であった。その後の環境変化に伴い、サードプレイスの概念を拡張して適用する研究の蓄積が進んでいる。

これまでの研究論文の中で「サードプレイス」をキーワードに一致した論文数は「査読あり」に絞った条件

下で 156 件であった。その中でもオルデンバーグの概念に含むと判断できた 20 件を調査対象論文に選定し、

対象者へ居心地の良い具体的な場所を調査しているものを抽出、集計、場所を整理した。その結果、実家・

親戚宅が 16.23％カフェが 14.82％体育関連施設が 12.87％と概ね当初提唱されたものが大半を占めたが、現

代特有だと思われる形態としてインターネット上や、ネットカフェなど直接の人々と交流を持たない新たな

形態も心の拠り所として見られた。 

調査（２）観察調査 

 調査１で集計したサードプレイスの中から多く利用されていると判明したカフェ、オルデンバーグが代表

的なものとして掲げた居酒屋の観察調査を行った。対象地域は盛岡市大通商店街で、性別・年齢・人数・利

用形態等を記載する調査紙を作成し観察を行った。結果として、カフェは最も個人での利用が多く、「個人作

業型」（畠山（2017））の形態が見て取れ、客同士の交流を行うものは確認できなかったが、客と店員間での

交流は確認できた。また利用形態はパソコンでの作業が最も多かった。居酒屋では複数人での来客が多く、

違う卓同士の交流も数回確認できた。個人での利用ほど店員との交流が確認でき「憩い・交流型」（畠山（2017））

の形態が観察できた。 

調査（３）ヒアリング 

 調査②を踏まえ会話を中心とした交流が認められた施設をヒアリングを対象とした。盛岡市中心市街地エ

リアに立地するカフェ１店舗、居酒屋２店舗の計３店舗を対象としそこに通う常連客２名そこで働く従業員

１名の計５人にヒアリングを行った。結果として、常連としてその居場所に通う理由に顔見知りの店員をあ

げる者もいれば、安さや、作業がはかどる場所であるからと述べる者もいた。一方、従業員の認識には地域

住民に居心地の良い店として存在してほしいという想いを持つ店舗が多いことが分かった。 

5.考察・今後の展望 

サードプレイスとして存在する居場所は時代の環境変化とともに拡張しつつあることがわかった。一連の

調査から、現代人は人々との新鮮で新規的な交流を求めるよりも顔見知りといられる空間が心のよりどころ

として存在していると考察できた。また、オフィスや自習室のような側面が現代では強い特徴として表れて

いることがわかり、求められていることが予想できた。サードプレイスは新たな居場所として有用性があり、

地域住民の居心地や地域愛着・都市づくりに役立てることができうる。サードプレイスは「他社との会話の

場所」であったが、「コミュニティ再形成の理想像として」短絡的にとらえるのは安易であり、今後、現在の

サードプレイスがより良く、交流を深める場所としてものとして存在するために、施設を取り巻く周辺環境

及び、個人一人一人の行動パターンの解明やその居場所を作る店員側の意識が重要であると考えられた。 

参考文献・URL 

（１）畠山雄豪・丹羽由佳里・佐野友紀（2017）座席選択傾向に基づく点愛行為と空間要素の関連性‐

行動観察調査からみたカフェのサードプレイス利用分析‐その２‐‐：日本建築学会径計画論文集,第

82 巻,No.731,p41-p48 

（２）レイ・オルデンバーグ（Ray Oldenburg）(2013),サードプレイス～コミュニティの核になる『と

びきり居心地よい場所』～、株式会社みすず書房、480  




